






 
 

25 

に転用され、そのなかで開発された技術を次に転用して、という。どんどんど

んどん。いったん開発されたら、次はもうそれが標準になるのですね21。 

 
	
 エアレーション造型法を用いたシングル・ステーション抜枠造型機は、かくして高速

化を遂げ、2008年に「FBOX」として発表、市場に投入された。その鋳型生産速度は、
従来のシングル・ステーション抜枠造型機が実現していた 120m/hから、２ステーショ

ン抜枠造型機と同じ 200m/hにまで高まっていた。 

 
 

図７	
 技術転用と製品展開の流れ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
	
 	
 出所：筆者作成。 

 
 
	
 新東工業がこのようにエアレーション造型法を確立して実用化した 2000年代は、中
国やインドといった新興国が急成長を示した時期でもあった。この時機を見た新東工業

は、鋳造機械の販売を担う営業側からの声も受け、これら新興成長国へ事業展開するこ

とを本格的に企図し始めた。具体的にはインド市場を対象にして、仕様を落として小

                                            
21関係者インタビュー（2012年 8月 8日；平田実）。 
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型・低価格化した製品を売り出すことの重要性が浮かび上がった。小型化するのはコン

テナに収まる大きさにするためである。 

 

 
写真３	
 シングル・ステーション抜枠造型機「FBOX」と「FDNX」 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
	
 	
 出所：新東工業豊川製作所工場見学（2012年 2月 17日） 

 
 
	
 そこで 2009年、新東工業は、小型シングル・ステーションの抜枠造型機の開発を始
める。「ACE」、「FCMX」、「FBOX」という過去３度の造型機開発でリーダーを務めて
きた平田に代わり、今回の開発リーダーは波多野豊が務めた。波多野は、低価格化を実

現するために部品点数やアクチュエータの削減といった検討を進めた。 
	
 さらに、造型機を小型化するために、生砂を上から下へ充填させるのではなく、横か

ら充填させる仕組みを作った。エアレーション・タンクを上部に据えてしまうとどうし

ても造型機が縦長となり、コンテナに収まりきらなくなってしまう。そこでエアレーシ

ョン・タンクを横に据え付け、ちょうどコンテナに収納可能な大きさにとどめようとい

う狙いであった。こうして 2010年に開発されたのが、小型シングル・ステーション抜

枠造型機「FDNX」である。写真３は、「FBOX」と「FDNX」を比較した写真である。 
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5-2．おわりに 
	
 鋳造機械の世界における開発では、既に世の中にある知識や技術をいかにして新たに

組み合わせるのかが鍵になると言われることがある。事実、エアーで砂入れする方法や

スクィーズ・フットで加圧する方法は既にあった技術であり、それをいかにして組み合

わせて活用するかが重要な意味を持っていた。その際、エアー圧力が低い方が砂が流動

化し、充填効率が高まることおよびスクィーズ・フットを最初から出した状態で模型に

合わせるという逆転の発想が、今回の開発の決め手となり、何よりまず発想の転換にあ

ったと言える。 
より具体的に、新東工業がエアレーション造型法を確立するうえで非常に重要だった

ことは、常識の反転である。具体的に記すと、第一に、上から砂を多めに入れて掻き出

し、スクィーズ後、鋳型背面にせり出した砂を掻き出すという常識があった。これが「こ

ぼれ砂」を発生させていた。彼らはこれを反転させて「そもそも砂を掻き出さない」仕

組みを考えた。次いで第二に、スクィーズ・フットを横一列に並んだ状態で始めて砂圧

縮時に凸凹に変えていくという常識があった。これを彼らは、スクィーズ・フットをあ

らかじめ凸凹にしておき、砂圧縮時に横一列になるように設計した。「横一列→凸凹」

から「凸凹→横一列」への常識の反転である。 
	
 常識の反転内容そのものは、記してしまえば、実にあっさりしたものである。常識の

内容が持つ肯定形を否定形に、否定形を肯定形に裏返したり、あるいは順序を入れ替え

たりすれば、それで反転である。しかし、それが難しい。その難しさは、発想自体の難

しさと、発想の実現の難しさの２つに分けられる。 
	
 まず、常識を反転させる発想を抱くことが難しい。その難しさには、大きく３つの理

由があるように考えられる。一つ目の理由は、その常識が一定の合理性のもとに産み落

とされているからである。事後的に振り返ってみれば変えられたはずの常識的作業も、

積極的な理由であれ、消極的な理由であれ、その当時としては一定の合理性があったか

らこそそれまで人々に受け入れられ、共有されたのである。それゆえ、つい「意味のあ

るもの」として肯定的に評価し続けてしまいがちになる。二つ目の理由は、常識は疑う

余地のない前提として捉えられ、その前提に立って人々の思考が出発しがちになるから

である。常識が前提となって見過ごされるようになるため、その根底を覆す考えに思い

至りにくくなるのである。三つ目の理由は、反常識的発想を持つこと自体に勇気がいる

ようにもなるからである。反常識的発想はおうおうにして素人じみた発想となる。業界

に詳しい人間の眼にはバカな発想に映り、業界のことを知らない人扱いされてしまう。

ゆえに、ついつい常識を疑う発想をすることを恐れてしまう。反常識的発想を持つこと

自体に勇気がいるようにもなるのである。心理的な難しさである。 
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 かくして常識は、一定の合理性に支えられるなかで産み落とされた後に、長い時間を

かけて人々に共有され、より強固な信念へと発展していく。「そんなバカな」とも思え

る単純な素人じみた考えを持つことは、その発想の生まれにくさだけでなく、発想を持

つ勇気が求められるようにもなり、業界に長くとどまるほどに難しくなる。 
	
 常識を反転できたとしても、その実現は決して容易ではない。既に記した通り、常識

はある一定の合理性のもとに成り立っている。そのため、その常識を反転させる仕組み

を実現することは実に難しいはずである。それは、時に泥臭い試行錯誤を絶え間なく繰

り返すなかで造り上げるものであり、王道はないようにも思える。だからこそ、その途

上で頓挫する企業が多いのかもしれない。反転した常識をきちんとものにするべく、試

行錯誤を基盤とする具現力が求められる。本稿の場合、一連の試行錯誤の活動を突き動

かしたのは、ひとつには経済的な事情であった。同社の事業不振をどうにか脱却するた

めの支援や命令などがプロジェクト・チームを突き動かしたのだろう。 

新東工業の取り組みは、まさに常識の反転と試行錯誤の繰り返しであった。彼らは、

新型造型機納入後においてでさえも顧客先に常に足を運び、粘り強く補修・修理に勤し

んだ。この愚直なほどに徹底した現場力は、同社により強固で深い知識を蓄積させ、そ

の足腰を鍛えさせているはずである。平田は、次のように書き記している。 

 
	
 私の開発する機械は、自動車産業等で多く使われ、24時間フル生産で数時

間の機械停止も許されない過酷な環境で使用されます。したがって、実績の

ない新しい技術は、大きなメリットと共に機械故障という大きなリスクも伴

います。なかなか革新的技術を採用しにくいのもこのためです。 

	
 しかし、これを恐れていては進歩があり得ません。これまでの非常識が新

しい常識になる。これが発明だと思います。非常識を常識にするには、機械

納入後の努力があって初めて達成できることだと思います。 

	
 私の発明への取り組みは、新しい技術を開発したら、それが認められて常

識となるまで、粘り強く努力し、技術の完成度を高めていく。これが産業機

械開発者の発明に対する取り組み姿勢であると信じています22。 

 
鋳造機械は産業の根幹をなす。同社鋳造事業の今後の展開は、企業成長という観点か

らだけでなく、各種産業の発展基盤という観点からも非常に興味深い。 

 

                                            
22平田（2008）p. 25。 
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I IR ケース・スタディ  一覧表／2004-2012 

（MOT プログラムケース、大河内賞ケースのみ抜粋） 

 

NO. 著 者 タ  イ  ト  ル 発行年月 
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2004 年 3 月 
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ネスの実態」 
2004 年 3 月 

CASE#04-05 
伊東幸子  

青島矢一 

「ハウス食品： 玉葱催涙因子合成酵素の発見と研究成果の事業

化」 
2004 年 3 月 

CASE#04-06 青島矢一 
「オリンパス光学工業： デジタルカメラの事業化プロセスと業績 V 字

回復への改革」 
2004 年 3 月 

CASE#04-07 堀川裕司 
「東レ・ダウコーニング・シリコーン： 半導体パッケージング用フィル

ム状シリコーン接着剤の開発」 
2004 年 3 月 

CASE#04-08 田路則子 
「日本開閉器工業： モノづくりから市場創造へ「インテリジェントスイ

ッチ」」 
2004 年 3 月 

CASE#04-09 高永才 「京セラ： 温度補償水晶発振器市場における競争優位」 2004 年 3 月 

CASE#04-10 坂本雅明 
「二次電池業界： 有望市場をめぐる三洋、松下、東芝、ソニーの争

い」 
2004 年 3 月 

CASE#04-11 三木朋乃 
「前田建設工業： バルコニー手摺一体型ソーラー利用集合住宅換

気空調システムの商品化」 
2004 年 3 月 

CASE#04-12 
尹諒重 

武石彰 
「東洋製罐： タルク缶の開発」 2004 年 3 月 
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藤原雅俊 

武石彰 
「花王： 酵素入りコンパクト洗剤「アタック」の開発」 2004 年 10 月 
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井森美穂 
「オリンパス： 超音波内視鏡の構想・開発・事業化」 2004 年 10 月 

CASE#04-15 
軽部大 
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「三菱電機： ポキポキモータ 

新型鉄心構造と高速高密度巻線による高性能モーター製造法の
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青島矢一 

宮本圭介 
「テルモ（１）： 組織風土の改革プロセス」 2005 年 2 月 
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2005 年 2 月 
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2005 年 7 月 
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「トレセンティテクノロジーズによる新半導体生産システムの開発 

―300mm ウェハ対応新半導体生産システムの開発と実用化―」 
2005 年 10 月 

CASE#06-01 

武石彰 

高永才 
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「松下電子工業・電子総合研究所： 

移動体通信端末用 GaAs パワーモジュールの開発」 
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CASE#07-01 

武石彰 

宮原諄二 

三木朋乃 
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2007 年 7 月 

CASE#07-02 
青島矢一 

鈴木修 
「ソニー： フェリカ(A)：事業の立ち上げと技術課題の克服」 2007 年 7 月 

CASE#07-03 
青島矢一 

鈴木修 
「ソニー： フェリカ(B)：事業モデルの開発」 2007 年 7 月 

CASE#07-04 
武石彰 

伊藤誠悟 
「東芝： 自動車エンジン制御用マイコンの開発」 2007 年 8 月 

CASE#07-05 

青島矢一 

朱晋偉 

呉淑儀 

「無錫小天鵝株式会社： 中国家電企業の成長と落とし穴」 2007 年 8 月 
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「日立製作所：   

LSI オンチップ配線直接形成システムの開発」 
2007 年 9 月 
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CASE#08-01 
小阪玄次郎 
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CASE#09-03 
藤原雅俊 

積田淳史 

「木村鋳造所：  

IT を基軸とした革新的フルモールド鋳造システムの開発」 
2009 年 7 月 

CASE#10-01 
工藤悟志 

清水洋 
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CASE#10-02 山口裕之 
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積田淳史 

青島矢一 

「NHK 放送技術研究所・NHK エンジニアリングサービス・日本ビクター

株式会社： 話速変換技術を搭載したラジオ・テレビの開発」 
2010 年 4 月 

CASE#10-04 

青島矢一 

高永才 

久保田達也 

「日本電気： 最先端 LSI 量産を可能にした ArF レジスト材料の開発」 2010 年 5 月 

CASE#10-05 
青島矢一 

大久保いづみ 
「新日本製鐵： コークス炉炭化室診断・補修技術」 2010 年 7 月 

CASE#10-06 
久保田達也 

青島矢一 
「横河電機： 高速共焦点顕微鏡の開発と事業化プロセス」 2010 年 7 月 

CASE#10-07 
工藤秀雄 

延岡健太郎 
「パナソニック： IH 調理器の開発」 2010 年 7 月 

CASE#10-08 

今井裕介 

岩崎慶 

宰務正 

鈴木裕一郎 

山田将知 

「株式会社高井製作所の組織改革」 2010 年 7 月 

CASE#10-09 
工藤悟志 

清水洋 

「ソニー：  

MOCVD 法による化合物半導体デバイスの開発と量産化」 
2010 年 8 月 

CASE#10-10 
積田淳史 

藤原雅俊 
「中田製作所： 高機能造管成形機の開発と実用化」 2010 年 9 月 

CASE#11-01 伊藤誠悟 
「株式会社デンソー：  

自動車用発電機：Ⅲ型オルタネータの開発・事業化」 
2011 年 4 月 

CASE#11-03 
小室匡史 

江藤学 
「三菱電機株式会社： 人工網膜チップの開発と事業化」 2011 年 9 月 
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CASE#11-04 伊藤誠悟 
「株式会社デンソー：  

電子制御式ガソリン噴射装置（EFI)の開発・事業化」 
2011 年 9 月 

CASE#12-01 
奥村祐一郎 

江藤学 
「セイコーエプソン株式会社： ３LCD プロジェクタ開発と事業化」 2012 年 1 月 

CASE#12-04 崔 裕眞 

「島精機製作所： ニット製品の最先端生産方式開発の技術経営史 

手袋編機用半自動装置（1960 年）から MACH２シリーズまで（2010

年） 

2012 年 7 月 

CASE#12-05 
高 永才 

三木朋乃 

「JX 日鉱日石エネルギー株式会社： 

サルファーフリー燃料の開発と事業化」 
2012 年 7 月 

CASE#12-10 伊藤誠悟 
「株式会社デンソー・トヨタ紡織株式会社： 

 成形体オイルフィルタの開発・事業化」 
2012 年 10 月 

CASE#12-11 中馬宏之 
「世界の半導体微細計測を支える測長用 SEM（走査電子顕微鏡）：

“日立”を体現する独自性と普遍」 
2012 年 10 月 

CASE#12-12 藤原雅俊 「新東工業株式会社： エアレーション造型法の開発と実用化」 2012 年 11 月 

 
 
 
 


